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抗菌剤は食用動物の疾病制御に不可欠で、安全な畜産物の安定供給に寄与してい

る。一方で、食用動物への抗菌剤使用は家畜や畜産物から分離される細菌の薬剤耐性

の出現や分布に影響する。病原菌は食用動物から人へ伝播し、フードチェーンは、耐

性菌や耐性因子の伝播ルートと考えられている。食品安全委員会は、フードチェーン

を介した畜産物由来薬剤耐性菌の伝播による人への健康危害を評価している。食品安

全委員会のリスク評価に加えて、農林水産省は生産段階のリスク管理指針を構築し

た。本総説では、日本の食用動物細菌の薬剤耐性の発現や分布を軽減するため、動物

用抗菌薬のリスク評価とリスク管理の概要を紹介する。 
（Control of the development and prevalence of antimicrobial resistance in bacteria of food 

animal origin in Japan: a new approach for risk management of antimicrobial veterinary 
medicinal products in Japan. 2014 Mar; 11(3):171-6. 英文） 

 
 

実験的腎機能低下ウシにおけるメトクロプラミドの血漿中濃度推移
 

高安真理子 1，浜本好子 2，佐藤 洋 1，一条 俊浩 1, 高橋 透 1, 古濱和久 1 ,3 

ウシの臨床現場で広範に使用されている消化管運動調節薬メトクロプラミド

（MCP）は，主として尿中排泄型の薬物である。しかし，腎機能低下時の血漿中挙動

については不明なことが多い。そこで，まず健常ホルスタイン牛（健常）に MCP を単

回静脈内投与し，血漿中濃度の harmacokinetics（PK）解析を行った。その後右腎動

脈・静脈結紮（右腎結紮）を施し，さらに左腎臓を摘出（右腎結紮＋左腎摘出）し

て，これら病態下での PK を調べた。腎障害度の指標には腎糸球体濾過量（GFR）を

用いた。 
健常，右腎結紮および右腎結紮＋左腎摘出時の平均 GFR 値は，それぞれ 2.8, 2.4 お

よび 0.5 ml/min/kg であった。血漿 MCP 濃度は健常と右腎結紮では有意差はみられな

かったが，右腎結紮＋左腎摘出では投与 6 時間後と 8 時間後において有意に上昇した

（p＜0.05）。他の PK データには有意差は認められなかった。したがって，MCP は肝

臓で抱合を受けた後，極性が高まり尿排泄されるが，腎機能低下では排泄が遅れ血中

濃度が上昇したと考えられた。 
（Pharmacokinetics of metoclopramide in calves with renal dysfunction, J. Ve. Med. Sci., 

77(2): 261-263. 英文） 
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再生医療等製品の獣医療応用に向けて

－法的位置づけと技術的課題－

能田 健 
 

再生医療等製品は、2013 年に行われた薬事法改正における大きな柱の一つである。

同製品には、人又は動物の細胞に培養その他の加工を施したもの（以後、細胞加工製

品とする）及び遺伝子治療用製品が含まれる。細胞加工製品は、医療又は獣医療に使

用されることが目的とされ、身体の構造又は機能の再建・修復・形成または疾病の治

療・予防を目的とされているものが対象となる。細胞加工製品は A) 細胞から分泌され

るサイトカイン等の生理活性物質による効果を標榜する製品、B) 三次元構築した生体

組織を利用する補充療法製品、C) 輸血用細胞製品及び活性化免疫細胞を用いる血液細

胞療法製品に大別できると考えられる。細胞加工製品の主役は、薬事法改正のきっか

けともなった iPS 細胞（人工多能性幹細胞）等を用いた幹細胞製品であり、iPS 細胞、

間葉系幹細胞及び造血幹細胞等の研究開発が急速に進んでいる。動物細胞加工製品

は、人に比べて先進的な試みを実施しやすいことや、人の疾患モデルとしての有用性

が世界的にも注目されている。我が国でも広く基礎研究及び製品開発が行われている

が、本格的な普及のためにはその製造スキーム（ドナー動物の選択～組織採取～培養

～保存～最終製品化～出荷）の各段階で想定される重要な確認事項等について、産学

官横断的な議論が必要とされる。 
（動物用ワクチン・バイオ医薬品研究ニュースレター No.10 p5-7, 2014 年 12 月） 

 
 

伝染性ファブリキウス嚢病ウイルスワクチン株又は野外株感染鶏における

免疫応答能とファブリキウス嚢の組織形態学的変化
 

相原尚之、堀内雅之 1、曵地七星、落合絢子、細田裕子、石川容子、 
嶋﨑洋子、大石弘司 

 
伝染性ファブリキウス嚢病は、ファブリキウス嚢（F 嚢）を伴う免疫抑制を特徴と

する。伝染性ファブリキウス嚢病ウイルス（IBDV）ワクチン株を接種した鶏群におい

ては、時に高度に F 嚢が委縮しているにもかかわらず、免疫応答能を維持する鶏が観

察される。本研究では、IBDV ワクチン株又は野外株を接種した鶏に、ニューカッスル

病ウイルス（NDV）ワクチンを接種し、F 嚢の変化を肉眼及び組織学的に観察し、外

来因子に対する免疫応答能を NDV に対する HI 抗体価で評価した。肉眼的な F 嚢の観

察において、ワクチン株接種群の一部の鶏は、野外株接種群と同程度の高度な委縮が

観察されたものの、これら鶏は、NDV に対する HI 抗体産生能を保持し、野外株接種

群よりも多くの正常なリンパ濾胞を F 嚢に有していた。この結果、肉眼的な F 嚢の評

価は、IBDV 接種鶏の免疫応答能及び F 嚢の傷害度を正確に反映していないことが示唆

された。また、野外株接種群では、NDV に対する HI 抗体産生能を一部保持する鶏が

数羽観察された。これら鶏は、免疫抑制状態の他の野外株接種群の鶏に比べ、有意に

多くの正常なリンパ濾胞やリンパ濾胞骨格構造を F 嚢に保持していた。NDV に対する

HI 抗体価と F 嚢における正常なリンパ濾胞数には高い相関が認められ、IBDV 感染鶏

における免疫応答能の評価には、F 嚢における正常なリンパ濾胞数を評価することが

有効であることが示唆された。 
（Immunoreactivity and morphological changes of bursal follicles in chickens infected with 

vaccine or wild-type strains of the infectious bursal disease virus. The journal of veterinary 
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medical science (2015) 77, 913-918. 英文） 
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広域スペクトルセファロスポリン耐性の減少
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Japanese Veterinary Antimicrobial Resistance Monitoring System (JVARM)における肉用

鶏由来大腸菌の広域スペクトルセファロスポリン(BSC)耐性率の著明な上昇というモニ

タリング成績を考慮し、2012 年 3 月に生産者の協会から生産者に対して孵卵場におけ

るセフチオフル(CTF)（BSC の一種）の接種を中止するよう自主的な注意喚起がなされ

た。本研究では CTF 接種中止の影響を評価するため JVARM で 2010 年から 2013 年に

かけて農場の肉用鶏から分離された大腸菌を解析した。その結果、2010 年に 16.4%だ

った BSC 耐性率は 2013 年において 4.6%へと有意に減少した。このため、 農場の肉用

鶏由来大腸菌における BSC 耐性は、孵卵場における BSC 接種を中止することで抑制

出来ることが示唆された。 
（Decreased resistance to broad-Spectrum cephalosporin in Escherichia coli from healthy 

broilers at farms in Japan after voluntary withdrawal of ceftiofur. Foodborne Pathog Dis 
2015;12:639-43. 英文） 

 
1 岐阜大学大学院 
 

アンピシリン製剤を投与した豚の休薬期間経過後の残留濃度
 

浜本好子、水野安晴 
 

アンピシリン（ABPC）は、β－ラクタム系抗生物質の 1 種で、主にグラム陽性菌に

抗菌力を示し、動物用医薬品として牛、豚、鶏等に使用されている。ABPC は、国内

では ADI は未設定で、EMA や JECFA でも明確な ADI は、設定されていない。ヒトが

ABPC を摂取した場合、アレルギーが誘発されることがあり、JECFA はベンジルペニ

シリンで 30μg/ヒト/日以下を推奨している。厚生労働省における ABPC の MRL 再検討

のための残留試験資料として、豚に ABPC 製剤を 7 日間飼料添加投与し、使用禁止期

間経過後の可食部位の残留濃度を LC/MS/MS 法により測定した。 
各可食部位は、水で抽出後、遠心分離し、限外濾過することにより、分析が可能で

あった。検量線の相関係数は、0.99 以上であった。本方法による添加回収率は 91.8～
102.7％、変動係数は 1.7～4.9％であり、良好な結果が得られた。また、定量限界は

0.02～1.35ng/g であった。分析の結果、豚の筋肉の 2 検体、腎臓の 1 検体で検出され、

それぞれの最高濃度は 1.2ng/g 及び 0.53ng/g であった。豚の小腸は、全検体で検出さ

れ、平均 0.89±0.75ng/g であった。これらの残留濃度は、全て MRL 以下であった。 
（LC-MS/MS measurement of ampicillin residue in swine tissues at 5 days after in-feed 

administration. J. Ve. Med. Sci., in press.  JVMS, 77，1527-1529, 2015. 英文） 
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同一の牛ウイルス性下痢ウイルスのストック由来の END+ウイルスと

END-ウイルスペアの解析が I 型インターフェロン産生の抑制に働いている

Nproのアミノ酸残基を明らかにする 
 

小佐々隆志 1、安部優里 2、三津橋和也 2、田村友和 2、青木博史 3、石丸雅敏、 
中村成幸、岡松正敏 2、喜田宏 2、迫田義博 2 

 
END（Exaltation of Newcastle disease virus）現象は、in vitro のペスチウイルス感染

細胞において、ウイルスの Npro蛋白の機能による細胞の IRF-3 のプロテアソームによ

る分解を介した I 型インターフェロンの産生抑制により引き起こされる。過去の報告

によれば、Nproの亜鉛結合性 TRASH モチーフのアミノ酸残基が END 現象陽性および

陰性を示す豚コレラウイルスの性状の違いを決定している。しかしながら、現在のと

ころ、牛ウイルス性下痢ウイルスにおける本現象の基礎的な原理について、END 現

象陽性および陰性ウイルス間のゲノムの相違に基づくリバースジェネティクスを用い

た方法での解明は行われていない。本研究において、同一のウイルスストックに由来

する END 現象陽性および陰性ウイルスペアの全塩基配列を比較したところ、両ウイ

ルス間で 4 アミノ酸（D136G、I2623V、D3148G および D3502Y）にのみ相違が認め

られた。これらの相違に基づき、リバースジェネティクスを用いて相違のパターンの

異なるウイルスを作出した。各ウイルスを感染させた細胞における END 法、I 型イン

ターフェロンの測定および IRF-3 の測定を行った結果、Npro の亜鉛結合性 TRASH モ

チーフの 136 番目のアスパラギン酸が細胞の IRF-3 の分解を介した I 型インターフェ

ロンの産生抑制に必須であることが明らかとなり、豚コレラウイルスでの報告と一致

した。 
（Analysis of a pair of END+ and END- viruses derived from the same bovine viral diarrhea 

virus stock reveals the amino acid determinants in Npro responsible for inhibition of type I 
interferon production. Journal of Veterinary Medical Science.77 (5):511-518,2015. 英文）

日本獣医学会 2015 優秀論文賞受賞 
 

1 農林水産省消費・安全局 
2 北海道大学 
3 日本獣医生命科学大学  

アンピシリン製剤を 1 週間飼料添加投与前後の鶏卵内残留濃度

浜本好子、赤間亮子、水野安晴 

 
アンピシリン（ABPC）は、β－ラクタム系抗生物質系で、主にグラム陽性菌に抗菌

力を示し、動物用医薬品として牛、豚、鶏等に使用されている。鶏に ABPC 製剤を 7
日間飼料添加投与前後の鶏卵中 ABPC の残留濃度を LC/MS/MS 法により測定した。 

鶏の摂餌量を測定し、投与期間中の ABPC 量を計算した結果、用法用量の最高量で

ある 40mg（力価）/kg/日の 121.5％であった。検量線の相関係数は、0.999 以上であっ

た。本方法による添加回収率と変動係数は、5ppb、10ppb 及び 100ppb 添加で、それぞ

れ 96.0%と 5.2%、97.9%と 4.5%及び 98.5%と 3.8％であり、良好な結果が得られた。ま

た、定量限界は 0.029ppb であった。鶏卵中の ABPC 濃度は、各測定時において 6 検体

を分析した結果、投薬前は検出限界以下であったが、薬物投与時間とともに増加し、1
週間の投与終了直後は最高で 3.6±1.7ppb となった。投与終了後 8 時間目の鶏卵の濃度
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は、3.4±1.8ppb であったが、経時的に減少し、8 日後にはほぼ定量限界以下となった。

鶏卵の暫定 MRL は 10ppb であるが、最高残留濃度となる投与終了直後においても、母

集団の 99.7％を担保する平均値＋3SD（8.7ppb）は、MRL 以下であった。 
（LC–MS/MS measurement of ampicillin residue levels in chicken eggs during and after 

medicated feed administration. Food Addit. Contam., Part A, in press. (Food Addit Contam 
Part A Chem Anal Control Expo Risk Assess. 32(8), 1249-55, 2015. 英文) 

 
 

日本、米国、EU のハーモナイゼーションの進捗と今後の展望 
能田 健 

 
安全で有効な動物用医薬品を臨床や防疫の前線へいち早く供給するため、国際的に

調和されたガイドラインの整備が求められている。1990 年台初頭から開始された国際

調和活動に関する議論を踏まえ、1996 年、日米欧三極の合意によりに VICH*が発足し

た。これまでに、承認審査に必要な品質・安全性・有効性試験法等にかかる国際ガイ

ドラインを 50 以上作成してきた。近年，新興国における医薬品製造と世界への流通が

爆発的に増加したことを受け、VICH は OIE との密接な協力の下、2011 年に VICH ア

ウトリーチフォーラム（VOF）を発足させた。VOF は、VICH 活動に関心があり自ら

参加を希望する国及び地域連合で構成されている。VOF は、OIE、コーデックス及び

各地域連合等が推進する国際的な取組との相乗効果を発揮し、日米欧を中心とした従

来の枠組みを超え、動物薬関係者間の協力体制の構築に貢献している。VICH の第 4 次

優先目標（2016～2020 年）では、VOF メンバー国における VICH ガイドライン普及の

ためのトレーニング手法等の開発を第一目標とした。また、バイオ/ナノ・テクノロジ

ー等の新規技術を動物用医薬品に取り入れることをめざし、新しいタイプの製品のた

めのガイドライン開発を最重要案件と位置づけた。 
* International Cooperation on Harmonisation of Technical Requirements for 

Registration of Veterinary Medicinal Products 
（JVPA ダイジェスト第 54 号 p7-14, 2015 年 10 月） 

 
 

 
家畜由来細菌における薬剤耐性菌の疫学

小澤 真名緒 

家畜への抗菌性物質の使用により薬剤耐性菌が選択され、その薬剤耐性菌が食品や

環境を通じて、あるいは直接ヒトに伝達される可能性が指摘されている。薬剤耐性菌

が広まる過程には、まず家畜における選択、伝播、定着の過程がある。このそれぞれ

の過程において、抗菌性物質の使用という「選択圧」が関与すると考えられる。選択

圧は薬剤耐性菌の疫学を考える上で重要なファクターであり、今後もさらなる慎重使

用の徹底により、できる限り選択圧を下げていく必要がある。動物からヒトへの耐性

菌の伝播及びその耐性菌がヒトに与える影響については未解明な点が多いが、今後

は、動物、食品、ヒトを含めた包括的な解析により、より適切な耐性菌のリスク評価

及びリスク管理が行われることが期待される。 
（獣医疫学雑誌 第 19 巻第 2 号 91－95.） 
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高病原性鳥インフルエンザウイルス野外流行株に対する国が備蓄している

鳥インフルエンザ不活化ワクチン（油性アジュバント加）の有効性評価

蒲生恒一郎、小林千鶴、中溝万里、鈴木祥子 
 
高病原性鳥インフルエンザ(HPAI) 及び低病原性鳥インフルエンザの防疫は患畜又は

疑似患畜の早期の発見と迅速なと殺（摘発・淘汰）を原則とするが、発生農場におけ

る摘発・淘汰と周辺農場の移動制限のみでは、感染の拡大防止が困難と考えられる場

合、農林水産省はまん延防止のため緊急ワクチン接種の実施を決定する。動物医薬品

検査所は動物用インフルエンザワクチン国内製造用株選定委員会（株選定委員会）を

設置し、定期的に流行株を分析し、製造用株変更の要否等を検討している。今回、著

者らは日本に侵入する可能性が高い流行株に対する備蓄ワクチンの有効性を検討し

た。HI 試験の結果、台湾で流行している H5N2 亜型の HPAI ウイルスは

A/duck/Hokkaido/Vac-1/2004(H5N1)株(ワクチン株)と高い交差性を示したことから、備

蓄ワクチンは台湾株に対して十分発症防御を可能とする免疫を誘導すると考えられ

た。また、ベトナムで分離された H5N1 亜型クレード 2.3.2.1 に属する HPAI ウイルス

を用いて攻撃試験を実施したところ、備蓄ワクチンは感染を完全に防御する免疫を誘

導することはできなかったが、発症を予防し、ウイルス排泄を抑制する免疫を誘導す

ることが明らかとなった。以上の成績から、株選定委員会において、備蓄ワクチンは

これらの流行株に対して有効であり、製造用株の変更は不要であると結論づけられ

た。 
（獣医畜産新報 Vol. 68 No.12, 921-926） 

 
 
 

動物用再生医療等製品の品質管理について

‐関係法令の技術的解釈と前競争的課題‐

能田 健 
 

2014 年 11 月に施行された改正薬事法（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全

性の確保等に関する法律）には、再生医療等製品に係る条項が独立して設定された。

これは、同製品の特性を踏まえた規制の構築と、安全かつ迅速な提供の確保等を意図

したものである。農林水産大臣の承認を取得するためには、製品化の過程における培

養その他の加工毎に、使用される原材料や手法が適切であることを示さなければなら

ない。例えば、間葉系幹細胞（MSC）を主たる成分とする製品は、「動物体性幹細胞

製品」に該当する。この場合、製品に含まれる細胞が MSC としての性質を有している

ことを示す必要がある。その手段の一つが細胞表面に発現する分子マーカーの設定で

あり、製造工程における品質管理にも有用である。犬の iPS 細胞を分化誘導して製造

する血液製剤（血小板、赤血球等）は、「動物人工多能性幹細胞加工製品」に該当す

る。原材料となる iPS 細胞は、動物の線維芽細胞等に Sox2, Oct3/4, Klf-4 等の遺伝子

（いわゆる山中因子）を導入して確立されるため、まずこれらの動物細胞への適性が

問われる。また、iPS 細胞のセルバンク管理には、MSC と同様に分子マーカーの設定

が必要となる。このように、基礎研究から製品開発、そして承認申請に至る道筋で

は、関係法令等を技術的に読み下し、具体的な品質管理手法や必要とされるツール等

の開発に落とし込んで行く作業が求められる。このようなツール等の開発は、各メー

カーが個別に取り組む課題ではなく、アカデミアや関係業界等が組織/分野横断的に行
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う「前競争的共同研究」として取り組むべきである。前競争的共同研究の推進は、幹

細胞技術という新規性の高い科学的成果の迅速な社会への提供に寄与すると考えられ

る。 
（動物用ワクチン‐バイオ医薬品研究会ニュースレター No.12 p11-12, 2015 年 12

月） 
 

 
 

日本におけるブロイラー由来フルオロキノロン耐性 Campylobacter jejuni の
Multilocus sequence typing 及び Pulsed-field gel eletrophoresis による分子型別

小澤真名緒、比企基高、川西路子、阿保均、小島明美、浅井鉄夫 1、濱本修一 

日本におけるブロイラー由来フルオロキノロン耐性 Campylobacter jejuni について、

Multilocus sequence typing 及び Pulsed-field gel eletrophoresis （PFGE）によって分子型

別を行った。49 株が 20 のシークエンスタイプ及び 21 の PFGE タイプに分類された。

最も優勢な clonal complex（CC）は CC21（41.9%）であった。PFGE と CC の同じ組み

合わせの株が同一地域または近隣の地域から分離された。他方、同じ組み合わせの株

が離れた地域からも分離された。これらの結果から、フルオロキノロン耐性 C. jejuni
が限られた地域の中でクローナルに広まっている可能性及び農場におけるフルオロキ

ノロンの使用により感受性株がフルオロキノロン耐性を獲得した可能性が示された。 
本研究から、フルオロキノロンの慎重な使用及び農場における使用衛生管理の強化

が、ブロイラーにおいてフルオロキノロン耐性カンピロバクターの定着を防ぐために

必要と考えられた。 
（Molecular typing of fluoroquinolone-resistant Campylobacter jejuni from broilers in Japan 

using multilocus sequence typing and pulsud-field gel eletrophoresis. Foodborne Pathogens 
and Disease (2016) 13, 1-7. 英文） 

1岐阜大学大学院 
 
 

2014 年に熊本県で分離された高病原性鳥インフルエンザに対する

備蓄鳥インフルエンザ不活化ワクチンの防御効果

蒲生恒一郎、中溝万里、岡松正敏 1、迫田義博 1,2、喜田宏 1-3、鈴木祥子 

【はじめに】高病原性鳥インフルエンザ(HPAI)の防疫は患畜又は疑似患畜の早期の

発見と迅速なと殺（摘発・淘汰）を原則とする。発生農場における摘発・淘汰と周辺

農場の移動制限のみでは、感染の拡大防止が困難と考えられる場合、農林水産省はま

ん延防止のため緊急ワクチン接種を決定する。動物医薬品検査所は動物用インフルエ

ンザワクチン国内製造用株選定委員会を設置し、流行株に有効なワクチン製造株の選

定を行っている。今回、2014 年に熊本県で発生した H5N8 亜型ウイルスによる HPAI
に対する備蓄鳥インフルエンザ不活化ワクチンの有効性を検討した。【材料及び方

法】(1)ワクチン: 国が購入し備蓄している鳥インフルエンザ不活化ワクチンを用い

た。(2) 攻撃ウイルス: HPAI ウイルス A/chicken/Kumamoto/1-7/2014(H5N8)株(熊本株)を
用いた。(3) 攻撃試験: 10 羽の 5 週齢鶏にワクチンを用法用量に従い羽注射した。5 週

後 100CLD50の攻撃ウイルスを免疫群及び対照群 3 羽の鶏の鼻腔内に接種し、14 日間臨
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定を行っている。今回、2014 年に熊本県で発生した H5N8 亜型ウイルスによる HPAI
に対する備蓄鳥インフルエンザ不活化ワクチンの有効性を検討した。【材料及び方

法】(1)ワクチン: 国が購入し備蓄している鳥インフルエンザ不活化ワクチンを用い

た。(2) 攻撃ウイルス: HPAI ウイルス A/chicken/Kumamoto/1-7/2014(H5N8)株(熊本株)を
用いた。(3) 攻撃試験: 10 羽の 5 週齢鶏にワクチンを用法用量に従い羽注射した。5 週

後 100CLD50の攻撃ウイルスを免疫群及び対照群 3 羽の鶏の鼻腔内に接種し、14 日間臨

床観察した。攻撃後 2 日目と 6 日目にスワブを採取しウイルス分離を試みた。また、

攻撃前と 2 週目に採血し、HI 抗体価を測定した。【結果】(1) 免疫群は全羽臨床症状を

示すことなく生残した。一方、対照群は攻撃後 4 又は 5 日目に全羽死亡した。(2) 対照

群は攻撃後 2 日目の全羽のクロアカスワブからウイルスが分離された。また、対照鶏

全ては、死亡日に採取したクロアカスワブ及び咽喉頭スワブから攻撃ウイルスが回収

された。一方、免疫群の鶏何れからも攻撃ウイルスは分離されなかった。(3) 攻撃 2 週

目の HI 抗体価は攻撃前と比較してワクチン株に対してほとんど変化がなかったが、熊

本株に対してほぼ全羽で 2～8 倍の上昇が認められた。【考察】備蓄ワクチンは熊本株

による発症を予防し、ウイルス排泄を抑制する免疫を誘導することが明らかとなっ

た。以上の成績から、現有の備蓄ワクチンは熊本株に対して有効であると結論した。 
（Protective efficacy of stockpiled vaccine against H5N8 highly pathogenic avian influenza 

virus isolated from a chicken in Kumamoto prefecture, Japan, in 2014. Journal of 
Veterinary Science. 78(1):139-142, 2016, 英文） 

1 北海道大学大学院獣医微生物学教室 
2 北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 
3 北海道大学国際連携研究教育局 
 
 
 

我が国の豚由来大腸菌における抗菌性物質の使用と薬剤耐性との多変量解析について
 
蒔田浩平 1、後藤聖樹 1、小澤真名緒、川西路子、小池良治、浅井鉄夫 2、田村豊 1 

2004 年から 2007 年にかけて分離された健康豚由来大腸菌について、抗菌性物質の使

用と薬剤耐性の関係を調査した。単変量解析においては治療及び飼料添加物としての

抗菌性物質の使用と耐性の関係、そして飼養管理との関係について解析した。多変量

解析においては、地理的なクラス間の相関を調節するために、一般化推定方程式を用

いた。解析の結果、繁殖農場におけるアミノグリコシドの使用とカナマイシン耐性、

大規模農場におけるテトラサイクリンの使用とオキシテトラサイクリン耐性、β-ラク

タムの使用とアンピシリン耐性、フェニコールの使用とクロラムフェニコール耐性、

フルオロキノロンの使用とナリジクス酸及びエンロフロキサシン耐性に、直接選択あ

るいは交差選択の関係が示唆された。また、テトラサイクリンの使用とクロラムフェ

ニコール耐性に、共選択の関係が示唆された。β-ラクタムの使用とジヒドロストレプ

トマイシン耐性、マクロライドの使用とアンピシリン及びオキシテトラサイクリン耐

性、コリスチンの使用とカナマイシン耐性の関係は有意であったが、抗菌性物質の同

時使用による交絡が認められた。 
本研究から、農場における抗菌性物質の使用は、直接選択、交差選択または共選

択、そして未解明または間接的な機構によって耐性菌を選択することが示唆された。 
（Multivariable analysis of the association between antimicrobial use and antimicrobial 

resistance in Escherichia coli isolated from apparently healthy pigs in Japan. Microbial  
Drug Resistance (2016) 22, 28-39. （英文） 
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LAMP 法を用いた鶏群のカンピロバクター迅速検出法の検討と鶏群における

カンピロバクター感染とサルモネラ感染の関連性
 

春名美香 1、佐々木貴正、林田瑞穂 2、村上真理子 1、佐々木翔太 3、 
岡村雅史 3、伊藤和夫 1 

カンピロバクター感染鶏群を非感染鶏群の前に食鳥処理（時間的区分処理）すると

鶏肉のカンピロバクターの交叉汚染を防げると考えられている。そのためには,鶏群の

カンピロバクター感染の有無を判定し,食鳥処理スケジュールを決める必要がある。ま

た,カンピロバクター非感染鶏群であってもサルモネラに感染している場合,その鶏肉に

はサルモネラ汚染の可能性がある。そこで ,loop-mediated isothermal amplification 
（LAMP）法又は PCR 法により,短時間でカンピロバクター遺伝子を検出できるか検討

するとともに,鶏肉のカンピロバクター汚染とサルモネラ汚染の関連性を調査した。25
鶏群から食鳥処理一週間前に盲腸便,食鳥処理日に盲腸内容物,胸肉および肝臓を採取し

た。4 鶏群（16％）の盲腸便からカンピロバクターが分離され,LAMP 法と PCR 法でも

遺伝子が検出された。カンピロバクターが分離されなかった盲腸便からは LAMP 法や

PCR 法でも遺伝子は検出されなかった。サルモネラは 22 鶏群（88％）の盲腸内容物か

ら検出され,カンピロバクター感染との関連性は見られなかった。サルモネラが分離さ

れた鶏肉は,サルモネラ感染 22 鶏群とサルモネラ非感染１鶏群に由来し,カンピロバク

ター分離との関連性は見られなかった。よって,LAMP 法は培養法と同じ検出感度でカ

ンピロバクター感染の有無を迅速に判定できることと,鶏群のカンピロバクターの感染

状況に基づき区分処理を行っても,鶏肉のサルモネラ汚染には影響がないことが示唆さ

れた。 
（獣医畜産新報 Vol. 69 No.3, 215-219） 
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